
幌延町 問寒別地区・地域づくりビジョン
ビジョン達成の取り組み評価について（案）

１．ビジョンで掲げた⽬標の達成のために

２．なぜ評価する必要があるか（⼀般的に）

４．評価の基準をどのように作っていくか

・社会からの要請（資⾦提供者の意識の変化、参加者の社会性評価への意識向上）
・活動の改善・向上（サービスの問題点把握と改善）

３．どのように評価するの？

②どのように評価するか
・評価の基準を⾃分で作ります
・「実施したことの直接の結果」（アウトプット）ではなく「実施により得ら
れた⽣活などの変化」（アウトカム）で評価します
・客観的な数字と、個⼈的な主観の両⽅で評価します

活⽤する⽅法：「ロジックモデル」

地域の将来像
⽥舎だからこそ、有るもの活かそう！

⼯夫と協働のといかん

⇒ビジョンの取り組みが、
⽬標を達成しているか？
をチェックする必要

①地域活動の評価が難しい理由
・⼀つ⼀つは⼩さな取り組み
・収益が発⽣しない仕事も多い
・対象となる⼈の数が少なくても重要な仕事がある
・取り組み内容が多様、対象者も取り組みごとに異なるため決まった指標で評価できない
・問寒別ならではの視点で評価したい

解決したい主な課題
１．幸せに住み続けられること
２．若者の移住定住の促進と住宅供給
３．持続的な産業
４．新たな地域運営
５．みんなの居場所（複合拠点）づくり
６．⽣活利便性の維持

・資源活⽤（価値づけ）
・取り組みの⼯夫（従来からの脱却）
・関係者の協働（地域内外みんな参加）

解決･達成

資源 活動 直接の結果 短・中期成果 ⻑期成果
・ヒト
・モノ
・カネ
など

・⽣活⽀援サービス
・地域資源学習
・共同住宅建設
など

・プログラム回数
・参加⼈数
・収益
など

・困りごとの解決
・学習機会の増加
・知り合いの増加
・可処分所得の増加
など

・住み続けの実現
・精神的⾃⽴
など

従来の評価⽅法
⽬指す評価⽅法

・サービスなどを受け取る住⺠のことを主体に考える
・活動の価値を引き出す
・皆で議論する
・できるところから組み⽴て、少しずつ増やしていく

ポイント

アウトカムアウトプット

５．進め⽅（案） ・ビジョンの「活動」を基に北総研側で道筋の案を作成
・みなさんでアウトプット、アウトカムを議論
・年度末に素案を作成



アウトカム指標の代表例

①SDGs

②デジタル⽥園都市 LWC指標（Liveable Well‐Being City Indicator）

地域⽣活のWell‐Being指標 ActiveQoL

引⽤︓デジタル庁・⼀般社団法⼈スマートシティ・インスティテュート「LWC指標利活⽤ガイドブック
LiveableWell-Being City Indicator Guidebook」（2023年4⽉）Ver.2023-01


